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女
性
の
活
躍

が
目
覚
し
い
。

自
然
科
学
の
分

野
で
も
、
女
性

の
著
作
が
多
い
。
と
こ
ろ
が

著
者
略
歴
紹
介
の
欄
で
男
性

と
記
述
が
違
う
。
男
性
は
何

年
に
ど
こ
で
生
ま
れ
た
か
か

ら
始
ま
り
、
職
歴
や
業
績
、

著
作
が
紹
介
さ
れ
る
。
女
性

は
生
年
の
記
載
が
無
い
ケ
ー

ス
が
少
な
く
な
い
。

　

年
格
好
が
分
か
ら
な
け
れ

ば
著
者
の
時
代
背
景
が
分
か

ら
な
い
。
科
学
技
術
の
画
期

的
な
進
歩
の
節
目
の
時
に
、

子
ど
も
だ
っ
た
の
か
、
学
生

だ
っ
た
の
か
、
政
治
状
況
に

敏
感
な
年
齢
だ
っ
た
の
か
も

分
か
ら
な
い
。
な
か
に
は
女

性
で
あ
る
た
め
に
不
当
な
差

別
を
受
け
て
研
究
に
従
事
し

た
体
験
が
吐
露
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
こ
と
か
ら
時
代
が

分
か
る
。
現
在
で
は
女
性
が

現
場
の
研
究
者
で
あ
る
だ
け

で
な
く
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
チ

ー
ム
を
主
宰
し
て
若
手
を
育

成
す
る
立
場
の
人
も
多
い
。

　

マ
ダ
ム
・
キ
ュ
リ
ー
や
Ｄ

Ｎ
Ａ
構
造
の
Ｘ
線
構
造
解
析

写
真
の
撮
影
に
成
功
し
な
が

ら
38
歳
の
若
さ
で
夭
折
し
た

ロ
ザ
リ
ン
ド
・
フ
ラ
ン
ク
リ

ン
は
苦
闘
し
た
の
か
、
飄
々

（
ひ
ょ
う
ひ
ょ
う
）
と
研
究

を
楽
し
ん
だ
の
か
も
興
味
が

あ
る
。

財 

政 

審

協　会

診
療
報
酬
の
引
き
下
げ
阻
止
へ

保
険
で
良
い
歯
科
署
名
を
力
に

　

２
０
１
６
年
度
予
算
案
の
編
成
に
向
け
、
財
務
相
の
諮
問
機
関
・
財
政
制
度
審
議
会
は

11
月
24
日
、
診
療
報
酬
の
マ
イ
ナ
ス
改
定
を
盛
り
込
ん
だ
建
議
を
ま
と
め
、
同
相
に
提
出

し
た
。
年
間
約
１
兆
円
と
言
わ
れ
る
社
会
保
障
費
の
自
然
増
に
つ
い
て
は
、
５
０
０
０
億

円
程
度
に
圧
縮
す
る
よ
う
求
め
て
い
る
。
協
会
は
マ
イ
ナ
ス
改
定
を
阻
止
し
、
診
療
報
酬

の
改
善
を
実
現
す
る
た
め
に
、「
保
険
で
良
い
歯
科
医
療
の
実
現
を
求
め
る
請
願
」
署
名

へ
の
協
力
を
呼
び
か
け
て
い
る
。 

（
２
面
に
関
連
記
事
）

　

財
政
審
は
、
診
療
報
酬
の

本
体
部
分
と
物
価
・
賃
金
の

動
向
を
比
較
し
、
本
体
が
高

止
ま
り
し
て
い
る
と
主
張
。

現
政
権
の
経
済
政
策
で
賃
金

・
物
価
の
上
昇
が
見
込
ま
れ

る
と
し
て
も
、
足
下
の
状
況

を
考
え
れ
ば
本
体
部
分
の

「
一
定
程
度
の
マ
イ
ナ
ス
改

定
が
必
要
と
考
え
ら
れ
る
」

と
言
及
し
た
。

　

建
議
で
は
薬
価
の
マ
イ
ナ

ス
改
定
が
考
慮
さ
れ
て
お
ら

ず
、
一
方
的
に
診
療
報
酬
の

引
き
下
げ
を
求
め
る
偏
っ
た

内
容
に
な
っ
て
い
る
。
小
泉

政
権
時
代
に
強
行
さ
れ
た
連

続
マ
イ
ナ
ス
改
定
が
「
医
療

・
歯
科
医
療
崩
壊
」
を
引
き

起
こ
し
た
こ
と
へ
の
反
省
も

な
い
。

　

高
齢
者
の
増
加
に
伴
う
社

会
保
障
費
の
自
然
増
で
は
、

安
倍
政
権
の
骨
太
の
方
針
に

沿
っ
て
大
幅
な
削
減
を
強

調
。
診
療
報
酬
改
定
な
ど
を

通
じ
て
実
行
し
て
い
く
こ
と

を
求
め
た
。

　

財
政
審
の
方
針
は
、
小
泉

政
権
時
代
に
打
ち
出
し
た
毎

年
２
２
０
０
億
円
の
カ
ッ
ト

を
ほ
う
ふ
つ
さ
せ
る
手
法

だ
。
来
年
度
予
算
に
反
映
さ

れ
れ
ば
貧
困
と
格
差
の
拡
大

や
医
療
・
歯
科
医
療
の
さ
ら

な
る
崩
壊
は
避
け
ら
れ
な

い
。

　

協
会
は
、
現
在
の
歯
科
医

善
を
願
う
府
民
・
市
民
と
の

矛
盾
を
い
っ
そ
う
深
刻
化
さ

せ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
協

会
は
、
こ
の
間
築
い
て
き
た

多
く
の
住
民
・
団
体
・
政
党
と

の
協
力
・
共
同
を
さ
ら
に
大

き
く
広
げ
、
医
療
・
福
祉
の

充
実
を
求
め
る
運
動
に
力
を

尽
く
し
、
府
議
会
・
市
議
会

へ
働
き
掛
け
て
い
き
ま
す
。

　

日
々
地
域
医
療
に
邁
進
さ

れ
て
い
る
会
員
の
先
生
方
、

ま
た
府
民
の
生
活
や
思
い
に

寄
り
添
っ
た
府
政
・
市
政
を

実
現
す
る
た
め
に
奮
闘
す
る

決
意
で
す
。
今
後
も
協
会
の

運
動
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

は
40
万
６
５
９
５
票
（
同
38

・
49
％
）
を
獲
得
し
ま
し
た

が
、
残
念
な
が
ら
及
び
ま
せ

ん
で
し
た
。
選
挙
結
果
は
、

大
阪
の
深
刻
な
行
き
詰
ま
り

の
打
開
を
願
い
つ
つ
も
、

「
維
新
」
と
「
都
構
想
」
に

ま
し
た
。
今
回
の
選
挙
に
あ

た
り
市
内
の
全
て
の
地
区
役

員
会
で
「
維
新
政
治
ノ
ー
」

の
決
定
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
、
理
事
会
で
は

活
動
方
針
に
基
づ
い
て
「
維

新
政
治
に
終
止
符
を
打
つ
こ

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

維
新
府
政
・
市
政
の
も

と
、
休
日
・
夜
間
歯
科
診

幻
想
を
抱
か
ざ
る
を
得
な
い

府
民
の
暮
ら
し
の
厳
し
さ
を

如
実
に
示
し
て
い
ま
す
。

　

住
民
福
祉
を
切
り
捨
て
、

大
型
公
共
事
業
を
進
め
る
維

新
政
治
は
、
生
活
状
況
の
改

と
が
大
切
」
と
の
決
定
を
行

い
ま
し
た
。

　

自
主
的
に
支
援
し
た
栗
原

貴
子
知
事
候
補
は
１
０
５
万

１
１
７
４
票
（
得
票
率
33
・

25
％
）、
柳
本
顕
市
長
候
補

療
、
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
、

住
吉
市
民
病
院
な
ど
の
切
り

捨
て
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う

に
、
地
方
自
治
の
原
点
で
あ

る
〝
住
民
福
祉
の
増
進
〞
が

乱
暴
に
投
げ
捨
て
ら
れ
て
き

　

11
月
22
日
の
大
阪
府
知
事

・
大
阪
市
長
選
挙
の
結
果
を

受
け
、
小
澤
力
理
事
長
は
11

月
23
日
、
談
話
を
発
表
し

た
。
全
文
は
次
の
通
り
。

◇

　

大
阪
府
知
事
・
大
阪
市
長

選
挙
へ
の
ご
協
力
あ
り
が
と

療
危
機
を
打
開
す
る
た
め

に
、
診
療
報
酬
の
プ
ラ
ス
改

定
は
不
可
欠
と
の
立
場
で
、

▽
「
保
険
で
良
い
歯
科
」
署

名
▽
診
療
報
酬
の
引
き
上
げ

を
求
め
る
会
員
署
名
―
―
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
12
月
末

ま
で
に
署
名
を
全
国
保
険
医

団
体
連
合
会
に
結
集
し
、
国

会
に
働
き
掛
け
る
予
定
に
し

て
い
る
。
マ
イ
ナ
ス
改
定
を

阻
止
す
る
た
め
に
、
多
く
の

会
員
の
協
力
を
呼
び
か
け
て

い
る
。

　

臨
床
・
学
術
部
は
２
０
１
６
年
１
月
に
保
険
適
用
さ
れ
る

「
フ
ァ
イ
バ
ー
ポ
ス
ト
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
生
涯
研
修
講
座

を
１
月
17
日
、
Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
で
開
く
。
講
師
は
、
矢
谷
博

文
氏
（
大
阪
大
学
大
学
院
統
合
機
能
口
腔
科
学
教
授
）
が
務

め
る
。
参
加
申
し
込
み
は
協
会
事
務
局
ま
で
。

【
日
時
】
１
月
17
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

【
会
場
】
Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

【
定
員
】
１
０
０
人

【
会
費
】
会
員
３
千
円
、
会
員
院
所
未
入
会
勤
務
医
１
万
円

　

保
団
連
や
全
日
本
民
医
連

な
ど
で
つ
く
る
医
療
団
体
連

絡
会
議
は
、
11
・
19
診
療
報

酬
の
プ
ラ
ス
改
定
を
求
め
る

緊
急
行
動
を
参
議
院
議
員
会

館
で
開
き
、
大
阪
府
歯
科
保

険
医
協
会
か
ら
江
原
豊
、
杉

本
叡
各
理
事
と
事
務
局
が
参

加
し
た
。

　

集
会
で
発
言
に
立
っ
た
江

原
理
事
は
、
歯
科
技
工
士
に

つ
い
て
「
平
均
年
齢
54
歳
を

超
え
、
約
４
割
が
週
80
時
間

以
上
働
き
、
約
３
割
が
コ
ン

ビ
ニ
の
よ
う
に
無
休
で
働
い

て
や
っ
と
支
え
て
い
る
の
が

実
態
だ
」
と
10
月
に
保
団
連

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
が
実
施
し
た

歯
科
技
工
所
ア
ン
ケ
ー
ト
の

結
果
を
紹
介
し
な
が
ら
、
低

い
歯
科
診
療
報
酬
、
補
綴
関

連
の
技
術
料
の
引
き
上
げ
を

訴
え
た
。
集
会
に
は
、
民
主

・
共
産
両
党
か
ら
７
人
の
国

会
議
員
が
挨
拶
に
立
っ
た
。

集
会
の
最
後
に
プ
ラ
ス
改
定

を
求
め
る
ア
ピ
ー
ル
を
採
択

し
た
。

　

集
会
後
、
厚
生
労
働
省
へ

要
請
を
行
い
、
医
療
現
場
の

実
態
を
訴
え
、
診
療
報
酬
改

善
を
求
め
る
要
請
書
を
提
出

し
た
。
江
原
理
事
は
、
ク
ラ

ウ
ン
・
ブ
リ
ッ
ジ
管
理
料
の

２
年
間
の
縛
り
は
「
エ
ビ
デ

ン
ス
が
理
解
出
来
な
い
。
廃

止
し
て
、
補
綴
技
術
料
全
体

の
底
上
げ
を
す
る
」
よ
う
訴

え
た
。
ま
た
義
歯
製
作
に
つ

い
て
、
難
易
度
な
ど
が
適
切

に
反
映
し
て
い
な
い
と
し
て

適
正
な
評
価
を
求
め
た
。

　

厚
労
省
保
険
局
医
療
課
企

画
法
令
第
一
係
長
が
応
対

し
、「
医
療
現
場
の
実
態
に

合
っ
た
形
で
評
価
さ
れ
る
よ

う
に
や
っ
て
行
き
た
い
」
な

ど
と
話
し
た
。

　

緊
急
行
動
に
は
全
国
か
ら

２
０
０
人
が
参
加
し
た
。

12
月
末
ま
で
に
協
会
へ

「保険で良い歯科」署名

　「保険で良い歯科医療の実現を
求める請願」署名（今号同封）を
１月の通常国会へ提出します。診
療報酬のマイナス改定阻止へ、ぜ
ひご協力をお願いします。
　お手元に署名済みの用紙があり
ましたら、12月末までに協会へお
送りください。署名用紙の追加は
事務局までご連絡ください。

診療報酬のプラス改定を求める国会内集会で
歯科技工士の窮状を訴える江原豊氏（右）　
＝11月19日、参議院議員会館　　　　　　　

「
技
工
士
の
３
割
が
無
休
」

フ
ァ
イ
バ
ー
ポ
ス
ト

フ
ァ
イ
バ
ー
ポ
ス
ト

矢
谷
博
文
氏
を
講
師
に

１
月
に
生
涯
研
修
講
座

11
・
19
国
会
内
集
会
で
調
査
結
果
を
報
告

今日の数字

40．0％
　労働者に占める非正社員の割
合。初めて４割に達した。11月
４日発表の厚労省調査から。

知
事
・
市
長
ダ
ブ
ル
選
挙

小
澤
理
事
長
が
談
話
発
表

府
民
と
の
矛
盾
が
深
刻
化

医
療
の
充
実
へ
力
尽
く
す

生
涯
研
修
講
座「
フ
ァ
イ
バ
ー
ポ
ス
ト
に
つ
い
て
」

マイナス改定を建議マイナス改定を建議


